
　令和３年度第19回２月定例会が２月16日から3月25日までの日程で開催
され、２月24日には会派“希望いわて”を代表して初めての代表質問に登壇し、
県政全般について知事に質問を行いました。この紙面ではその内容の前半部
分をご報告いたします。
　最終日には『コロナ禍を乗り越え復興創生をデジタル・グリーンで実現す
る予算』と名付けられた震災分、通常分合わせ総額7922億円余の令和４年
度当初予算案を全会一致で可決し、38日間の日程を閉じました。
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名
  な  す  か  わ   

須川 しん
岩手県議会議員

北
京
２
０
２
２
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
に

つ
い
て

Q�　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
男
子

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
は
八
幡
平
市
出
身
の
小
林

陵
侑
選
手
が
見
事
、
日
本
の
金
メ
ダ
ル
第
１

号
を
獲
得
し
、
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
で
は
銀
メ
ダ
ル

と
岩
手
県
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
に
朗
報
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

複
合
男
子
団
体
で
は
永
井
秀
昭
選
手
が
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
、
同
種
目
で
は
三
ヶ
田
礼
一
さ

ん
以
来
実
に
28
年
ぶ
り
の
偉
業
で
あ
り
、
一

関
市
出
身
の
岩
渕
麗
楽
選
手
の
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
女
子
ビ
ッ
グ
エ
ア
で
怪
我
を
押
し
て
の
大

技
挑
戦
は
大
変
感
動
的
だ
っ
た
。
小
西
あ
か

ね
選
手
、小
林
潤
志
郎
選
手
、土
屋
正
恵
選
手
、

谷
地
宙そ

ら

選
手
ら
県
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
の
健
闘

も
そ
れ
ぞ
れ
讃
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
知
事
の
所
感

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
に
お
い
て
も
阿
部
友
里
香
選
手
、
狩
野

亮あ
き
ら

選
手
、
髙
橋
幸
平
選
手
の
３
名
の
出
場
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
へ
の
期
待
と
エ
ー

ル
の
言
葉
を
い
た
だ
く
。

A�　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
冬
季
と
し
て

過
去
最
多
と
な
る
７
人
の
本
県
ゆ
か
り
の
選

手
が
出
場
を
果
た
し
、
世
界
の
大
舞
台
で
各

競
技
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
た
。
中
で
も
、
小
林
陵
侑

選
手
が
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
個
人
種
目
で

金
、
銀
の
メ
ダ
ル
を
、
永
井
秀
昭
選
手
が
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
こ
と
は
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ
史
に
輝
く
偉

業
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ビ
ッ
グ

エ
ア
で
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
岩
渕
麗
楽
選

手
は
、
超
難
度
の
大
技
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
世
界
中
の
人
々
に
感
動
を
与
え
、
今

回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
屈
指
の
名
場
面
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
思
う
。
本
県
ゆ

か
り
の
選
手
の
活
躍
は
、
本
人
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
指
導
者
や
御
家
族
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
者
の
御
尽
力
に
加
え
、
県
が
長
年
継
続

し
て
き
た
選
手
の
発
掘
・
育
成
の
取
組
が
、

目
標
と
し
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で

実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思

う
と
と
も
に
改
め
て
、
県
の
潜
在
力
、
県
の

可
能
性
を
感
じ
た
。
日
本
中
に
大
き
な
感
動

と
勇
気
を
も
た
ら
し
た
本
県
ゆ
か
り
の
選
手

た
ち
は
、
私
た
ち
岩
手
県
民
の
誇
り
で
あ
り
、

県
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。
来
月
開
催
さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
本
県
ゆ
か
り
の
３
人
の
選
手

の
皆
さ
ん
に
は
、
岩
手
の
誇
り
を
胸
に
、
実

力
を
発
揮
し
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

財
政
状
況
の
認
識
に
つ
い
て

Q�　
知
事
演
述
に
お
い
て
、
人
口
減
少
に
伴
う

一
般
財
源
規
模
の
縮
小
に
つ
い
て
触
れ
、
こ

れ
が
中
長
期
的
な
財
政
状
況
の
厳
し
さ
の
要

因
と
述
べ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

A�　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
に
お
い
て
は
、

企
業
業
績
の
回
復
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
法

人
関
係
税
を
中
心
に
県
税
等
の
１
６
０
億
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
る
一
方
、
地
方
交
付
税

等
に
つ
い
て
は
、
税
収
等
の
増
加
に
連
動
し

て
減
少
す
る
こ
と
に
加
え
、
人
口
減
少
の
影

響
等
に
よ
る
２
６
５
億
円
の
減
を
見
込
ん
で

お
り
、
そ
の
結
果
、
一
般
財
源
が
91
億
円
減

少
す
る
。
今
後
も
、
人
口
減
少
な
ど
本
県
が

直
面
す
る
構
造
的
・
中
長
期
的
な
課
題
を
背

景
と
し
た
一
般
財
源
の
減
少
は
続
く
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
具

体
的
方
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

名
 な す か わ  

須川　晋
しん

岩手県議会
会派“希望いわて”幹事長
東日本大震災復興特別

委員会委員長
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花巻市民活動支援センター運営委員長
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皆さんのご意見をお聞かせください

名須川しん事務所

る
県
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後

に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
提
供
し
、
県
民
の
福
祉
を
増
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、本
研
究
会
に
お
い
て
は
、

地
方
行
財
政
に
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
有
識
者
に

今
後
の
人
口
構
造
を
踏
ま
え
た
歳
入
確
保
策
や
あ

る
べ
き
歳
出
基
準
、
財
政
目
標
に
つ
い
て
議
論
い

た
だ
き
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
成
果
を
次
年
度
以
降

の
予
算
編
成
等
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
続

可
能
で
希
望
あ
る
岩
手
を
実
現
し
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Q�　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
人
口
減
少

を
重
点
テ
ー
マ
と
し
、
子
育
て
支
援
や
若
者
・
女

性
の
定
着
促
進
、
移
住
・
定
住
、
関
係
人
口
の
創

出
な
ど
に
注
力
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
人
口
減
少
対
策
へ
の
手

応
え
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を

伺
う
。

A�　
県
で
は
、
平
成
27
年
に
「
岩
手
県
ふ
る
さ
と
振

興
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
を
総

合
的
に
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、「
岩
手
で
働

く
」
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
・
半
導
体
関
連
産
業

の
集
積
や
高
校
生
の
県
内
就
職
率
の
上
昇
、「
岩

手
で
育
て
る
」
に
つ
い
て
は
、
保
育
人
材
の
増
加

や
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
向
け
た
環
境
の
整
備
な

ど
、
戦
略
に
沿
っ
た
進
捗
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
全
国
的
な
東
京
一
極
集
中
は
一
層
加
速

し
て
お
り
、
本
県
も
そ
の
す
う
勢
か
ら
ま
ぬ
が
れ

な
い
状
況
に
あ
る
が
、国
の
第
２
期
「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
も
踏
ま
え
、

「
社
会
減
ゼ
ロ
と
出
生
率
の
向
上
」
と
い
う
目
標
を

維
持
す
べ
き
と
考
え
る
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
大
都
市
の
リ

ス
ク
の
高
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
、
地
方

へ
の
移
住
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
テ
レ
ワ
ー

「
持
続
可
能
で
希
望
あ
る
岩
手
を

実
現
す
る
行
財
政
研
究
会
」に
つ
い
て

Q�　
新
年
度
に
「
持
続
可
能
で
希
望
あ
る
岩
手
を
実

現
す
る
行
財
政
研
究
会
」
を
設
置
す
る
。「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
知
事
の
政
治
ス
タ
ン
ス

や
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
県
財
政
の
役
割
が
増
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
行

財
政
改
革
と
全
く
同
じ
手
法
を
取
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
研
究
会
に
込
め

た
知
事
の
思
い
と
狙
い
に
つ
い
て
伺
う
。

A�　
平
成
16
年
「
三
位
一
体
改
革
」
の
際
の
「
地
財

シ
ョ
ッ
ク
」
に
お
い
て
は
職
員
数
の
削
減
や
給
与

の
引
き
下
げ
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
の
短
期
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
が
、
現
在
県
が
直
面
す
る

人
口
減
少
を
背
景
と
し
た
一
般
財
源
規
模
の
縮
小

は
今
後
の
行
財
政
運
営
に
と
っ
て
中
長
期
的
な
課

題
と
な
る
。
今
、
起
き
て
い
る
の
は
中
長
期
的
な

「
静
か
な
る
地
財
シ
ョ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
短
期
的

な
行
財
政
構
造
改
革
と
は
異
な
る
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
」 

と
い
う
理
念
の
も
と
、
複
雑
・
多
様
化
す

ク
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
働
き
方
の
加
速
な
ど
、

個
人
の
意
識
・
行
動
変
容
が
起
き
て
い
る
。
こ
の

機
を
捉
え
、
県
で
は
、
自
然
減
対
策
と
し
て
、
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
を
目
指
し
、
昨
年

12
月
に
設
置
し
た
「
い
わ
て
で
生
み
育
て
る
支
援

本
部
」
を
司
令
塔
に
、
結
婚
支
援
の
強
化
や
産
前・

産
後
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
社

会
減
対
策
と
し
て
、
岩
手
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

の
創
出
や
地
域
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
、
若
者
へ

の
移
住
支
援
金
の
支
給
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
就
職

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
空
き
家
の
取
得
・
改
修
へ
の
支

援
な
ど
、本
県
へ
の
移
住・定
住
を
一
層
促
進
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

Q�　
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
に
整
備
し
た
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
等
を
活
用
し
、
地
域
課
題
解
決
の
岩
手

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
先
日

開
催
さ
れ
た
実
証
実
験
で
は
、
葛
巻
高
校
の
生
徒

が
遠
隔
見
学
な
ど
に
参
加
し
た
ほ
か
、
知
事
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
体
験
し
た
が
、
そ
の
成
果
と
今
後
の

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A�　
５
Ｇ
は
超
高
速
・
大
容
量
に
加
え
、
多
数
同
時

接
続
が
可
能
で
あ
り
、
広
大
な
県
土
を
有
す
る
本

県
に
お
い
て
は
、
時
間
や
距
離
の
制
約
を
超
え
、

産
業
や
社
会
の
効
率
化
、
利
便
性
の
向
上
や
、
新

た
な
付
加
価
値
を
創
出
す
る
基
盤
と
し
て
重
要

と
考
え
る
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
に
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
基
地
局
を
設

置
し
、
中
山
間
に
位
置
す
る
葛
巻
高
校
の
生
徒
が

津
波
伝
承
館
を
遠
隔
見
学
す
る
実
証
実
験
を
行
っ

た
。
実
験
で
は
、
５
Ｇ
に
よ
る
高
精
細
映
像
が
臨

場
感
の
あ
る
見
学
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
参
加
し
た
生
徒
は
震
災
の
教
訓
を
学
び
、
災

害
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
来

年
度
に
お
い
て
は
、
県
内
の
複
数
の
高
校
が
津
波

伝
承
館
の
遠
隔
見
学
を
行
う
ほ
か
、「
ぼ
う
さ
い

こ
く
た
い
２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県
神

戸
市
と
津
波
伝
承
館
を
結
び
、
お
互
い
の
遠
隔
見

学
や
防
災
交
流
な
ど
を
行
い
、
震
災
の
事
実
と
教

訓
の
伝
承
、
復
興
の
姿
の
発
信
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
民
間
通
信
事
業
者
や
大
学
等
と
連
携
し
、
５

Ｇ
な
ど
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
産
業
振
興
や
地

域
課
題
の
解
決
モ
デ
ル
の

構
築
に
も
継
続
し
て
取
り

組
み
な
が
ら
、
全
て
の
県

民
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ

る
希
望
郷
い
わ
て
」
を
目

指
し
て
い
く
。

令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

総　　額
億円 億円 億円 ％

7,922 8,105 △182 △2.3

震  災  分 477 667 △190 △28.5

通  常  分 7,445 7,437 8 0.1

うちコロナ分 966 959 8 0.8

令和４年度予算の規模
コロナ禍を乗り越え復興創生をデジタル・グリーンで実現する予算

3つの重点テーマの推進
　  ⃝人口減少社会への対応　　⃝デジタル化の推進　　⃝グリーン社会の実現

次
号
に
続
く


